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カワヒバリガイに寄生する腹口吸虫類

　特定外来生物カワヒバリガイLimnoperna fortuneiに
よって引き起こされる生態的・経済的被害のひとつ
に，随伴寄生虫であるナマズ腹口吸虫Parabucephalopsis 
parasiluriが引き起こす魚病（ナマズ腹口吸虫症）があ
る. 宇治川と淀川本流では，年によってオイカワZacco 
platypusやコウライモロコSqualidus chankaensis subsp. と
いったコイ科の魚類に，本症による出血症状や異常遊
泳が観察されている（Ogawa et al.，2004；Urabe et al.，
2009）（図1，2）.
　腹口吸虫科の吸虫は生活環に3種類の宿主を必要とす
る. 虫卵は終宿主の排泄物とともに水中へ出され，孵
化してミラシジウム幼生となる. 第一中間宿主は二枚
貝（イガイ目，マルスダレガイ目，カキ目，ハマグリ目，

イシガイ目など）であり（Yamaguti，1975），その中に
侵入したミラシジウムはスポロシストと呼ばれる幼生に
成長する. 腹口吸虫科のスポロシストは分岐した数珠状
またはひも状である（Yamaguti，1975）．やがて，肥大
したスポロシストの中でセルカリアと呼ばれる遊泳性の
幼生が無性的に生産される．セルカリアは第一中間宿主
から水中に泳ぎ出し，第二中間宿主となる魚類に経皮感

要　　約
　特定外来生物カワヒバリガイは，複数種の腹口吸虫類の第一中間宿主となることが知られている．日本にはナマズ腹
口吸虫，尾崎腹口吸虫の2種がカワヒバリガイに伴って侵入しており，前者はコイ科魚類に魚病を引き起こすことが知
られている．また，今後もさらに別種の腹口吸虫が移入する可能性もある．そのため，カワヒバリガイの侵入水域で
は定期的な寄生虫検査をすることが望ましい．そこで， 腹口吸虫類の検査方法を，第一中間宿主であるカワヒバリガイ，
第二中間宿主の魚類，終宿主の魚食魚類に分けて紹介した．
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図1　ナマズ腹口吸虫症のみられるオイカワ.
図2　ナマズ腹口吸虫のメタセルカリアに重篤感染した
　　  オイカワの尾びれ.
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染し，その筋肉中や神経組織などに侵入する．セルカリ
アはそこで被嚢し，メタセルカリアとなる．終宿主は魚
食魚類であり（Yamaguti，1975），これらが第二中間宿
主を捕食すると，メタセルカリアはその消化管の中で成
虫となる．人体への腹口吸虫科吸虫の寄生例は報告され
ていない（浦部ほか，2001）.
　腹口吸虫科の吸虫による魚病被害はこれまで世界で
数例報告されている．1984年には，ドイツのマイン川
で外来種であるBucephalus polymorphusによる魚病が発
生した.　この寄生虫は，在来のコイ科魚類であるロー
チRutilus rutilusやブリームAbramis bramaに大量に寄生
し，その個体群に大きな損失をもたらした（Hoffmann 
et al.，1990）．また，1960年代には，イギリスのスコッ
トランド西岸でBucephaloides gracilescensがタイセイヨ
ウマダラGadus morhuaに大量に寄生し，出血症状を引き
起こした（Mackenzie，1991）．このように，腹口吸虫
科の寄生虫による魚病発生事例は少数報告されている
が，その制御方法はまだ確立されていない（Urabe et 
al.，2009）.
　現在，宇治川に生息する魚食魚類からは，ナマズ腹
口吸虫および尾崎腹口吸虫Prosorhynchoides ozakiiの2種
が確認されている（Urabe et al.，2007）（図3）．2006－
2007年において，大阪府水生生物センターの定期調査で
採集された淀川産魚類のオイカワの尾びれにおける尾崎
腹口吸虫のメタセルカリアの感染量はナマズ腹口吸虫の
約1/13であり，魚病原としては後者の方が重要である

（Urabe et al.，2009）．
　日本において，ナマズ腹口吸虫の第一中間宿主として
カワヒバリガイ，自然第二中間宿主としてオイカワ，ハ
スOpsariichthys uncirostris，モツゴPseudorasbora parva，

カマツカPseudogobio esocinus，コウライモロコ，コウラ
イニゴイHemibarbus labeo，コイCyprinus carpio，ギンブ
ナCarassius gibelio，ゲンゴロウブナC. cuvieri，カネヒラ
Acheilognathus rhombeus，シロヒレタビラ A. tabira，ボ
ラMugil cephalus，ブルーギル Lepomis macrochirus，ヌ
マチチブTridentiger brevispinis，終宿主としてビワコオ
オナマズSilurus biwaensisが記録されている（Urabe et 
al.，2007；浦部ほか，2008；馬場ほか，未発表）．実
験 的 に は， カ ワ ム ツNipponocypris temminckii， ヌ マ
ム ツN. sieboldii， カ ワ バ タ モ ロ コHemigrammocypris 
rasborella， ア ブ ラ ハ ヤ Rhynchocypris lagowskii， タ カ
ハヤR. oxycephalus，ワタカIschikauia steenackeri，ホン
モロコGnathopogon caerulescens，タモロコG. elongatus，
シ ナ イ モ ツ ゴPseudorasbora pumila pumila， ニ ゴ ロ ブ
ナ Carassius buergeri grandoculis， ア ブ ラ ボ テ Tanakia 
limbata，メダカOryzias latipes latipes，トウヨシノボリ
Rhinogobius sp. ORも第二中間宿主になりうることがわ
かっている（馬場ほか，未発表）．さらに，ゼゼラ種
群Biwia spp．およびオオクチバスMicropterus salmoides

からも未同定の腹口吸虫類メタセルカリアの自然感染
例があるが，これらもナマズ腹口吸虫である可能性が
高い（浦部ほか，未発表）．一方，海外では，中国の四
川省，貴州省，福建省においてナマズSilurus asotus, S. 
meridionalis （ナマズ科），Liobagrus marginatus（アカザ
科），Sinilabeo rendahli （コイ科）から成虫が記録されて
いるが（王・王，1998），第一・第二中間宿主は知られ
ていない.
　日本において，尾崎腹口吸虫の第一中間宿主としてカ
ワヒバリガイ，自然第二中間宿主としてオイカワ，ハ
ス，モツゴ，カマツカ，コウライモロコ，コウライニ
ゴイ，ギンブナ，カネヒラ，シロヒレタビラ，ナマ
ズ，ギギPseudobagrus nudiceps，ブルーギル，ヌマチチ
ブ，終宿主としてビワコオオナマズ，ナマズが記録さ
れている（馬場ほか，未発表；Urabe et al.，2007）．海
外では，中国の四川省，貴州省，福建省，および朝鮮
半島（詳細な採集地は不明），ベトナムにおいて，ナマ
ズ，Pelteobagrus vachellii（ギギ科），Saurogobius dobryi

（ハゼ科），Pangasianodon hypophthalmus（Pangasiidae）
から成虫が発見されている（Ozaki，1928；Moravec 
and Sey，1989； 王・ 王，1998；Thuy and Buchmann，
2008）が，第一・第二中間宿主は知られていない.
　日本において，ナマズ腹口吸虫の成熟成虫はビワコオ
オナマズのみから見つかっており，これまで他の魚類か
ら記録されたことはない．本種がビワコオオナマズだけ

図3　ナマズ腹口吸虫（左）と尾崎腹口吸虫（右）の
　　  成虫の染色標本.
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に感染能力をもつならば，ビワコオオナマズは琵琶湖・
淀川水系にのみ分布するため，本種が他のカワヒバリガ
イ侵入水域で発見される可能性はほとんどないと考えら
れる．しかし，中国では，本種はナマズやアカザ科やコ
イ科の魚類からも記録があり，日本において他の魚種に
感染しないとは言えない．一方，尾崎腹口吸虫は淀川水
系のナマズとビワコオオナマズから記録されている．ナ
マズは全国的に分布しているため，尾崎腹口吸虫は他の
カワヒバリガイの侵入水域にも定着する可能性がある．
　さらに，カワヒバリガイの原産国のひとつである
中国では，汽水と淡水の魚類から30種の腹口吸虫科
吸虫が記録されている（王・王，1998）．生活環の判
明している種は少ないが，そのうち少なくとも2種

（Parabucephalopsis prosthorchis，Dollfustrema vaneyi） の
第一中間宿主はカワヒバリガイ属Limnoperna spp．であ
る（唐・唐，1976）．従って，今後もカワヒバリガイの
非意図的な侵入が継続されれば，さらに別種の腹口吸虫
も侵入し，別種の腹口吸虫症が発生する可能性が考えら
れる．そのため，カワヒバリガイの侵入水域では，定期
的な寄生虫検査を行うことが望ましい．
　本稿では，第一中間宿主・第二中間宿主・終宿主にお
ける腹口吸虫類の検査方法を紹介する.

腹口吸虫類の検査方法

1．カワヒバリガイから発見する場合
　一般的に，第一中間宿主における吸虫類の感染率は
高くても数%程度であり，1 ％未満のことも珍しくない．
従って，最低でも200個体以上のカワヒバリガイを検査
することが望ましい．また，殻長が大きいカワヒバリガ

イほど，ミラシジウムに暴露されている時間が長いので，
感染率が高い（浦部ほか，2001）．そのため，検査する
貝の殻長を記録しておく必要がある．私たちが行ってい
る感染率の経年変動の調査では，殻長15 mm以上の貝
を検査対象としている．
　まず，殻長をノギスで計測し，ペンチ等で殻を割り，
0.5 ％程度の食塩水中で貝の軟体部をピンセットで取り
出す．次にピンセットで軟体部をほぐしながら，スポロ
シストの感染状況を確認する．ナマズ腹口吸虫のスポロ
シストは白か薄い黄色で，分岐をともなう数珠状の形態
をしている．感染初期のスポロシストは細く半透明であ
るが，成長すると太く不透明になる．スポロシストの寄
生部位は一定しないが，貝がメスの場合は卵巣に多くの
感染が見られる（浦部ほか，2001）（図4）．スポロシス
トが成長すると，貝の軟体部全体に寄生するようになり，
その中で大量のセルカリアが生産される．セルカリアの
体部の大きさは0.3 mm程度で，2本の伸縮性に富む尾が
ある（図5）．本種のセルカリアの動画は「動物行動の映
像データベース」（http://www.momo-p.com/）で公開

図4　カワヒバリガイの卵巣に寄生したスポロシスト
　　  （矢印の先）．

図5　カワヒバリガイから自然遊出したセルカリア（左）と
　　  染色標本（右）.

図6　カワヒバリガイ全体に充満した成熟セルカリア.
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されている．成熟セルカリアを保有するカワヒバリガイ
を割ると，貝からセルカリアがあふれ出て，綿のように
見える（図6）．セルカリアを簡便に保存するには，50℃
程度の10％熱ホルマリン中で固定する．また，腹口吸虫
科のスポロシストおよびセルカリアの形態は似ているも
のが多く，形態だけでは種の同定ができない．そのため，
DNA解析用に虫体を90 ％以上のエタノール中に保存し
ておくことが望ましい.
　なお，宇治川のカワヒバリガイに寄生している腹口吸
虫は，第二中間宿主におけるメタセルカリアの感染状況
から，大部分がナマズ腹口吸虫であると考えられてい
る（Urabe et al.，2009）．本種は4月から9月まではほぼ
スポロシストの状態であり，10月下旬頃からセルカリア
が観察され始める．12月には，ほとんどの感染貝に運動
性のあるセルカリアが観察される．晩冬から春にかけて
セルカリア出現率は下がり，同時に幼若なスポロシス
トが見られるようになる（浦部，2001）．また，2001～
2008年の宇治川および淀川におけるカワヒバリガイの秋
季感染率は2～18％で，同年1月の天ヶ瀬ダムからの放流
量と負の相関があることがわかっている（Urabe et al.，
2009）.

2．第二中間宿主（魚類）から発見する場合
　最初に，魚の症状を目視や実体顕微鏡で観察する．腹
口吸虫症の典型的な症状は目や尾びれからの出血であり，
軽症の場合でも，尾びれが傷んでいる場合がある．感染
魚の体組織を実体顕微鏡で観察すると，薄いシストに包
まれた白い楕円形のメタセルカリアを観察することがで
きる．ナマズ腹口吸虫と尾崎腹口吸虫のメタセルカリア
の形態はOgawa et al．（2004）に記載されている．ナマ
ズ腹口吸虫のメタセルカリアの虫体（脱嚢させたもの）
の大きさは0.5×0.2 mm程度で，尾崎腹口吸虫のメタセ
ルカリアの大きさは0.4×0.2 mm程度である．ナマズ腹
口吸虫のメタセルカリアは尾びれに最も多く感染してお
り，尾崎腹口吸虫のメタセルカリアは筋肉組織に多く感
染している（Ogawa et al.，2004）．詳細な形態観察の
ためには生きた虫体を用いて永久プレパラートを作成す
る必要があるため，感染の疑いのある魚が見つかったら，
冷蔵して速やかに専門家に送付するのが最善である．そ
れができない時には，宿主から虫体を取り出し，セルカ
リアと同様に50℃程度の10％熱ホルマリンで固定してお
く．同時にDNA解析用のサンプルをエタノール中で保
存しておくのが望ましい.

3．終宿主から発見する場合
　腹口吸虫類の成虫は魚の腸（ナマズ腹口吸虫は直腸，
尾崎腹口吸虫は腸の中央部）に寄生している．魚から腸
を取り出し，腸が長ければ数等分に切り分け，各々を
別々のシャーレに入れる．シャーレに0.5 ％食塩水を入
れ，腸を縦に裂き，腸内容物と粘液を取り出し，実体顕
微鏡下で観察する．この時，宿主が生鮮個体であれば，
寄生虫はまだ生きており，動くので容易に見つけること
ができる．ナマズ腹口吸虫と尾崎腹口吸虫の成虫の形態
はUrabe et al．（2007）に詳しく記載されている．ナマ
ズ腹口吸虫の成虫の大きさは約1 mm，尾崎腹口吸虫の
成虫の大きさは約2 mmである．なお，腸内には別種の
寄生虫もいるので，腹口吸虫類と区別するためには生物
顕微鏡での形態観察が必要となる．形態観察用のサンプ
ル保存はメタセルカリアと同様に行う.
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